
第５学年Ａ組 算数科学習誘導案 

教諭 本田 龍一朗 

単元 分数 

（本校教育課程 算数科単元 第６項 ６月下旬～７月上旬 ９時間） 

 

単 元 の 問 題 

 分母の違う分数の大きさ比べやたし算，ひき算の仕方を考えよう。 

○ 等しい分数のつくり方を考えよう。 

○ 分母が違う分数のたし算，ひき算の仕方を考えよう。 

○ １をこえる分数のたし算，ひき算の仕方を考えよう。 

○ 学んだことを生かして，分数の大きさ比べゲームをしよう。 

｢単元の問題｣を提起する根拠 

〇 子どもの興味・関心の実態 

 本学級の子どもは，教育実習生にメッセージカードを作る際，「いろいろな色の画用紙を組み合わ

せて，１枚の半分の大きさになるようにしたいです。どうすればよいのかな。」「８分の１を４つ組

み合わせたら半分の大きさになったよ。」「４分の１を２つ合わせると半分の大きさになったよ。」等

と発言するなど，分数を用いて大きさを伝えることに興味をもっている。そのような子どもに，「同

じ大きさの画用紙でしかつくれないのかな。」と尋ねると，「同じ分母だったら分かります。」「たし

算すればよいです。」「分母が違うときはどうすればよいのかな。」などと発言し，既習の分数のたし

算の計算では求められない場合があることに気付く姿が見られた。このように，本学級の子どもは，

等しい分数をつくることや異分母分数の加減の仕方についての関心が高まっている。 

〇 子どもの能力の実態 

 本学級の子どもは，真分数や仮分数，帯分数について理解し，数直線を用いて等しい分数を探す

ことができている。また，同分母の分数の加法や減法の場面において，全員が正しく求めることが

できている。しかし，「１／５＋２／５で，なぜ分母を足さずに分子だけをたして計算すればよいの

か。」という問題については，２３％の子どもが図を用いて説明することができなかった。これは，

単位分数の幾つ分という見方で分数の大きさを表すことができていないことが原因であると考え

る。このように，日常生活の中で，同分母分数同士の加法・減法の答えを求めることはできているも

のの，単位分数の幾つ分かに着目し，等しい分数をつくったり，異分母分数の大きさを比べたりす

ることを正確に捉えるまでには至っていない。 

〇 社会からの要求 

 私たちの身の回りには，「ケーキを分け合うとき」や「料理で計量をするとき」に，１つのものを

何等分かしたものが幾つ分と考え，量を比べる際に分数を用いて考える場面が多くある。また，同

じ大きさに分けたピザを組み合わせて，もとの大きさのものをつくるなど，等しい分数をつくる場

面もある。しかし，必ずしも単位分数がそろっている場面ばかりであるとは限らない。このような

場面で，異分母分数の大小を比べたり，等しい分数のつくり方を考えたりすることは，分数におけ

る「単位の見方」をより確かなものにするとともに，日常における分数の加減の活用場面を広げる

という意味で大変意義深い。 

〇 教科系統上の要求 

 本学級の子どもは，第２学年の学習を通して，簡単な分数について知り，もとの大きさについて

考えることができている。また，第３学年では，１より小さい分数について，分子の数に着目し，同

じ分母の分数で数を比べたり，同分母の加法及び減法をしたりすることができることを学習してい

る。さらに，第４学年の学習で，真分数や仮分数，帯分数について，数直線図を使って，大きさが等

しい分数を探すことができている。第５学年では，分数の意味や表し方についての理解を深めると

ともに，単位分数の何個分かに着目し，数の相等及び大小関係，異分母分数の加法・減法の計算の仕

方について考察することができるようにすることをねらいとしている。この学習は，第６学年で行

う，分数の乗法及び除法について，数の意味と表現，計算に関して成り立つ性質に着目した計算の

仕方などの考察へと発展していく。 



 

誘 導 の 着 眼 

【着眼１】 追究意欲を引き出す学習材「分数の大きさ比べゲーム」 

子どもが，分母の違う分数の大小比較や加法・減法の計算の仕方を追究したいと意欲を高めるこ

とができるように，以下のような学習材「分数の大きさ比べゲーム」を開発し，単元導入時に試しの

活動を行う。その後，ゲームを進める上で困った点について話し合い，学習の計画を立てる。 

学習材 内容 

１づくりゲーム 

 扇形の図，液量図，面積図，線分図を用いて，分数の大きさを表すカ

ードを作る。表にした分数カードの中から複数の分数カードを選んで，

１の大きさを表すことができる組み合わせを見つける。１をつくるため

に使ったカードは自分の手札にする。ペアと２回ずつ繰り返して，多く

カードを持っていた方の勝ち。 

神経衰弱ゲーム 

 分数カードを裏返して並べ，ペアの友達が表にした分数と等しい分数

を表にすることができれば，その２枚のカードを自分の手札にする。等

しい分数を引けなければ元に戻す。これを交互に繰り返す。最後のカー

ドが無くなったときに，多くカードを持っていた方の勝ち。 

大小ゲーム  ペアで互いに山札から１枚ずつ取り，大きい分数だった方の勝ち。 

たし算ゲーム 
 互いの山札から２枚ずつカードを取り，自分が取った２つの分数をた

した数が，ペアの友達よりも大きければ勝ち。 

ひき算ゲーム 
 互いの山札から２枚ずつカードを取り，自分が取った１つの分数から

もう一方の分数を引いた数が，ペアの友達よりも小さければ勝ち。 

【着眼２】 単位分数を用いて根拠を説明し合う表現活動の設定 

単位分数の何個分かに着目できるように，「分子どうし，分母どうしをそのままたしても

よいのではないかな。」と子どもの思考を揺さぶる発問を行い，言葉，液量図，線分図，式

のうち，意味が共通している部分を関連付けながら，なぜ通分してたすのか根拠を説明し合

う活動を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

目 標 

＜知識及び技能＞ 

○ 一つの分数の分子及び分母に同じ数を乗除してできる分数は，元の分数と同じ大きさを表すこ

とを理解し，分数の相等及び大小を比べることができる。 

○ 異分母の分数の加法及び減法の計算ができる。 

＜思考力，判断力，表現力等＞ 

○ 単位分数の何個分かに着目し，分数の相等及び大小関係について考察することができ

る。 

○ 単位分数の何個分かに着目し，異分母分数の加法・減法の計算の仕方を考えることがで

きる。 

＜学びに向かう力，人間性等＞ 

○ 学習したことをもとに，分数の相等及び大小関係や異分母分数の加法・減法の計算の仕

方をふり返り，分母の異なる分数を共通な分母に揃えれば，単位分数の個数で大きさを比

べることができるよさに気付き，生活や学習に活用しようとする。 
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展開計画(総時間数９時間) 

 主な学習活動 教師のねらいとその手立て 評価の規準と観点 

問

題

づ

く

り 

１ 分数の大きさ比べ
ゲームを行い，単元を
設定する。    １ 

○ 分母と分子が違うため，大きさを
比べられないことに気付くことが
できるように，分数の大きさを比べ
る活動を設定する。 

 
 

○ 進んで異分母分数の大きさ
の比べ方を考えようとしてい
る。 

（主体的に学習に取り組む態度） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
か
わ
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２ 等しい分数のつく
り方を考える。  １ 

 
 
〇 等しい分数の分母と分子に着目
できるように，分数の数直線を用い
て等しい分数を調べる活動を設定
する。 

 
 
〇 大きさの等しい分数をつく
っている。   (知識・技能) 

３ 約分の意味とその
仕方について理解す
る。       １ 

〇 約分するには公約数でわればよ
いことに気付くことができるよう
に，分母と分子をわる数の見つけ方
について話し合う活動を設定する。 

〇 約分の意味を理解し,分数を
約分している。 (知識・技能) 

４ 通分の意味とその
仕方について理解す
る。       １ 

〇 通分するには公倍数でかければ
よいことに気付くことができるよ
うに，分母と分子にかける数の見つ
け方を話し合う活動を設定する。 

〇 通分の意味を理解し,分数を
約分している。 (知識・技能) 

５ 通分の仕方につい
て理解を深める。 １ 

〇 通分するには，分母を最小公倍数
にすればよいことを説明すること
ができるように，通分後に分母が違
う２つの方法を取り上げ比較する
活動を設定する。 

〇 通分するには，分母を最小
公倍数にすればよいことを説
明している。 

 (思考・判断・表現) 

  
 
６ 異分母分数の加法・
減法の計算の仕方を
考える。 ＜本時＞１ 

 
 
〇 単位分数の何個分かに着目でき
るように，液量図や線分図を用いて
なぜ通分してたすのか根拠を話し
合う活動を設定する。 

 
 
〇 分母の違うたし算やひき算
をするときは，分母を揃えれ
ばよいことを説明している。 

(思考・判断・表現) 

 ７ 答えが約分できる
場合や３口の場合の
異分母分数の加法・減
法の計算の仕方を理
解する。     １ 

〇 ３口の異分母分数の加法・減法の
計算のときは，３つの分母の最小公
倍数を用いれば効率がよいと気付
くことができるように，順に通分す
る方法とまとめて通分する方法を
比較する活動を設定する。 

〇 答えが約分できるときは，
約分することを理解したり，
３口の異分母分数の加法・減
法の計算をしたりしている。 

        (知識・技能) 

実
行
・
ふ
り
返
り 

 
 
８ 帯分数どうしの加
法・減法の計算の仕方
を理解する。   １ 

 
 
〇 既習事項を基に帯分数を含む異
分母分数の加法・減法の計算の仕方
を考えることができるように，仮分
数に直す方法と整数と分数に分け
る方法を比較する活動を設定する。 

 
 
〇 帯分数を含む異分母分数の
加法・減法の計算をしている。 

(知識・技能) 

 
 
９ 分数の大きさ比べ
ゲームをする。   １ 

 
 
○ 分数の異なる分数を共通な分母
に揃えれば，単位分数の個数で比べ
ることができるよさに気付き，生活
に活用しようとすることができる
ように，学習したことをもとに分数
の大きさを比べる活動を設定する。 

 
 
○ 分数の異なる分数を共通な
分母に揃えれば，単位分数の
個数で比べることができるよ
さに気付き，生活に活用して
いる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

 

中心問題  分母の違う分数の大きさ比べやたし算，ひき算の仕方を考えよう。 

分析問題１ 等しい分数のつくり方を考えよう。 

分析問題２ 分母が違う分数のたし算，ひき算の仕方を考えよう。 

分析問題３ １をこえる分数のたし算，ひき算の仕方を考えよう。 

分析問題４ 学んだことを生かして，分数の大きさ比べゲームをしよう。 



公開授業Ⅰ（算数科）令和４年７月２日（土曜日）８：４５～９：３０        於：５年Ａ組教室

（１） 主眼  

単位分数の何個分かに着目し，液量図や線分図を用いてなぜ通分してたすのか根拠を話し合う 

活動を通して，分母の違うたし算やひき算をするときは，分母を揃えればよいことを説明できる

ようにする。 

（２） 本時における数学的な見方・考え方を働かせた子どもの姿 

    単位分数の何個分かに着目し，分母の違う分数でも，通分することによって単位分数を揃えて

加法・減法の計算をすることができると説明している姿。 

（３） 準備 液量図，線分図，学びのあしあと 

（４） 展開  

学習活動と子どもの意識 誘導上の留意点（○）と評価（※） 

１ 本時学習の問題を把握し，めあてを見いだす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 分母の違う分数のたし算の仕方を一人で考え

る。 

 

 

３ 分母の違う分数のたし算の仕方について話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 分母の違う分数のひき算の仕方について話し合

う。 

 

 

 

５ 「たし算ゲーム」「ひき算ゲーム」を行い，本時

の学習をふり返る。 

 

 

 

 

〇 本時の問いを見いだすことができるように，単

元導入場面で行った「たし算ゲーム」で取り上げ

たカードの組み合わせを提示し，気付いたことに

ついてふり返る活動を設定する。  【着眼１】 

○ 分母を同じにすれば計算することができそう

だと解決への見通しをもつことができるように，

既習の同分母のたし算の計算の仕方と結び付け

ている子どもの発言を取り上げる。 

 

 

 

○ 単位分数の何個分かに着目すれば分かること

に気付くことができるように，通分して分母を揃

える根拠を液量図や線分図に表す活動を設定す

る。 

〇 単位分数の何個分かに着目できるように，「分

子どうし，分母どうしをそのままたしてもよいの

ではないかな。」と揺さぶり発問を行い，言葉，液

量図，線分図，式のうち，意味が共通している部

分を関連付けながら，なぜ通分してたすのか根拠

を説明し合う活動を設定する。    【着眼２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 分母の違うたし算やひき算をするときは，分

母を揃えればよいことを説明している。 

         (思考・判断・表現) 

 

 

○ 本時の学習で学んだことを確認することがで

きるように，ふり返り活動を設定する。 

分母のちがう分数のたし算の仕方を考えよう。 

 通分して，分母を揃えればたし算することができる

と思います。 

１

６
が３＋２で５個分あるので，

５

６
になります。 

 図で見ると，
１

２
と

１

３
は，目盛りの大きさが違うので

たせません。通分して
１

６
が何個分あるか考えると，目

盛りの大きさが揃うのでたせます。 

図に表して説明すると，
１

６
が何個分あるか考えること

ができたので，分母をそろえるわけが分かりました。

「たし算ゲーム」をすると，答えが約分できるときがあ

ったので，次回考えたいです。 

分母のちがう分数のたし算やひき算は，通分して分母をそろえれば計算できる。 

たし算ゲームをしています。りゅうくんは
１

５
と

３

５
のカード，

かずきくんは
１

２
と

１

３
のカードでした。 

どちらが勝ちですか。 

今までは分母が同じだったからたし算できたけれ

ど，分母が違う分数のたし算はどうすればよいのか

な。分母を揃えてみると分かるのではないかな。 

分母どうし，分子どうしをそのままたしてもよ

いのではないかな。 

 たし算の計算と同じように，通分をして分母を揃えれ

ば，分数の違うひき算も計算することができます。 
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